
 

 

 

 

 

朝礼がありました 
 ６月２７日（火）の朝礼で、令和５年度のいじめ防止スローガンの発表がありました。

今年度も代表委員会で話し合い、下記のスローガンに決まりました。 

 

 

 

 
  今年のスローガンを見て、何か気づくことはあり

ますか？それぞれの行の頭文字をあわせると「みな

み」になります。とてもおもしろいことを考えなが

ら、スローガンを話し合って決めました。また、代表

委員会では、覚えやすく、１年生にも分かる内容を意

識して、話し合ったようです。さて、このスローガン

には、どんな意味が隠されているのでしょうか？  

 子どもたちは学校生活の中で、忘れ物をしたとき、

勉強が分からないとき、時間内に係り活動が終わらないときなど、様々な場面で困ること

があります。そのようなときに、「みんなで助け合おうよ。みんなが助け合えれば、どん

なことがあっても大丈夫だよ。そして、困っている人を進んで助けられるみんなは、全員

ヒーローなんだよ。」と問いかけているように思えます。このように解釈をすると、とて

も温かいスローガンに感じます。このスローガンのもと、南小の全児童が、困っている人

がいたら進んで助けてあげられる人になれるといいなと思います。  

 そして、今回の朝礼では、子どもたちにいろいろな

友だちと良い人間関係を築くためには、どうしたら良

いかと言うことを１冊の絵本を通して考えてもらいま

した。使用した絵本は、せなけいこさんが書かれた

「となりのたぬき」という話です。この本の内容は裏

面で紹介します。  

 うさぎが仲の悪いたぬきをやっつけるためにお月様

とした約束は、けっして許されるものではありませ

ん。でも、お月様はうさぎがたぬきに対する行動を変えることが、両者の関係を良くして

いくということを理解していて、この話の中の提案をしているのです。  
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みんなで助け合おう 

なにがあっても大丈夫  

みんながヒーロー ミナミンジャー！！ 

 

 

 



この話のうさぎとたぬきのような関係があるときに、ともすると大人は「誰とも仲良く

しなさい。」と言いがちではないでしょうか。そのように言わないお月様にこの話の重み

があるように感じます。うさぎ自らがたぬきに対する対応を変えることが、相手（たぬ

き）が自分（うさぎ）に対するかかわり方を変えていくということを、この絵本は読む人

に気付かせているのだと思います。このように、この話はとても奥が深いと思います。  

人とより良い人間関係を築くことは子どもだけでなく、

大人でも大切な事で、そして難しい事です。むしろ、いろ

いろな価値観や考え方がある程度確立している大人の方が

難しいのではないでしょうか。人間関係が上手くいかない

ときは、まずは、自分自身の相手への接し方を見つめ直す

すことを心がけたいものです。  

 

「となりのたぬき」に書かれている内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

とっても仲の悪いうさぎとたぬきがいました。うさぎは、となりのたぬきが大嫌い。この間も、「意地

悪うさぎ！」「威張りやたぬき！」と言い合いしたばかりです。たぬきにぽかぽか殴られて、キーッ

とやり返して、たぬきはこぶが２つなのに、うさぎはこぶが３つもできたのです。  

「だからたぬきは大っ嫌いだ！あのたぬき、ぽかぽかに殴ってこぶだらけにしたい！ぺちゃんこに

しておせんべいにしたい！どこか遠くへぶっ飛ばしたい！」  

それを聞いていたお月様が、なぜそんなにたぬきを嫌うのかと問います。うさぎはたぬきがいつも

とっても意地悪だと説明しました。するとお月様は言いました。  

「それなら、私がたぬきをぽかぽかに殴ってこぶだらけにしよう。ぺちゃんこにしておせんべいにし

よう。どこか遠くへぶっ飛ばしてしまおう。その代わり、１つ約束しておくれ。ひと月の間、たぬきに

うんと親切にしてやること。それができたら、私もちゃんと約束を守るよ」  

次の朝、うさぎはたぬきに元気よく挨拶をしました。たぬきの周りを掃除してあげました。たぬき

のためにお団子を買ってきました。たぬきは変だと思いましたが、威張っていろいろ命令しまし

た。それでもうさぎは、たったひと月だけだからと、何でもしてやりました。  

そのうちたぬきは気づきます。 

「うーん、あのうさぎって案外いいやつだったんだ」  

たぬきはうさぎのために焼き芋を作ってあげました。小さくなった服をうさぎにあげました。お出か

けしたときは、うさぎにお土産を買ってきました。  

今度はうさぎが戸惑っています。  

ちょうどひと月たったある日、うさぎはたぬきがみんなに話しているのを聞いてしまいました。  

「あのうさぎ、本当はいいやつなんだ。あいつのためなら、ぼくは何でもするよ」  

うさぎは、お月様にとんでもないことを頼んでしまったと気づきます。どうしよう、どうしよう…。 

その夜、お月様がにっこり笑って言いました。  

「さあ約束だよ。たぬきをやっつけてあげよう。ぽかぽかに殴ってこぶだらけにするか。ぺちゃんこ

にしておせんべいにするか。それともどこか遠くへぶっ飛ばそうか！」  

うさぎは、「やめてくださーい！」と涙を流してお願いしました。  

 

 

 


